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1258 港区　元赤坂
1 Akasaka K Tower／AKASAKA K-TOWER RESIDENCE鹿島建設本社ビル　立替、　Akasaka K TOWER　元赤坂Ｋプロジェクト　AKASAKA K-TOWER　。解体工事は「鹿島カットアンドダウン工法（だるま落とし工法）」東京都港区元赤坂1-2-7、一丁目2番17号（住居表示）　(一丁目205-24外事務所(貸)　一部　共同住宅、物販店、飲食店2012年01月18日　完3 30 2 53,777 44戸 事1727（18-24F）。住30F　1123。4-13F　1682。26F　1176。B2F　37932,310 5,121.21 鉄筋コンクリート造、一部　鉄骨造 　中央ＣＦＴ柱　 制震　（Ｐｃa柱・梁鹿島建設、鉄建建設鹿島建設（鹿島デザイン）148.6 157.87　157.93　

2 鹿島建設本社ビル第一棟                   （解体済）解体時--鹿島カットアンドダウン工法（だるま落とし工法）　１期　（ＥＬＶ２台停止--ワンフロアおき、１台--各階。鐵骨橋梁年鑑　1968年。サイドコア平面。東京都港区元赤坂1-2-7　（1-2-16）事務所（自社）（本社）1968.07.  3 18 1 15,944 偶数階611　奇数階6331,770 3938 S（２Ｆ～）、一部RC+SRC鹿島建設 鹿島建設（鹿島デザイン（担当--岡田新一  他57.9 57.7 65.4
3 鹿島建設本社ビル第二棟                  （解体済）鹿島カットアンドダウン工法（だるま落とし工法）。中央サイドコア平面。東京都港区元赤坂1-2-7 事務所（自社）1971.11.  3 20 20,300 約　801 S、一部RC+SRC鹿島建設 鹿島建設（鹿島デザイン）            69.0 0.0

4 赤坂センタービルディング／エル・セレーノ元赤坂レジデンス住友電工。赤坂センタービル１号館・２号館・３号館　建替　防災備蓄倉庫東京都港区元赤坂１丁目３−１３　（一丁目308番地1、307番地3（地番）  　 事務所（貸）、一部　共同住宅、貸会議室、駐車場2013年01月, 3 20 2 39,761 23戸　22戸9-16F　1860。2-8F　1816。18-19F　1398。B2F　24192,216 4,537 鉄骨造（CFT）、一部（鉄筋コンクリート造、一部鉄骨鉄筋コンクリート造） ： 制震構造 　  　 鹿島建設 　 日建設計 　 98.5 99.5
5 安全ビル／安全ビルレジデンス 元赤坂新安全ビル　第二安全ビル　建替え　安全ビル、元赤坂新安全ビル、安全ビルレジデンス　ALSOKの本社ビル　第二安全ビル 1期　東京都港区元赤坂１丁目6-5,6  ( 1-602外事務所（貸）  一部　共同住宅（賃貸）  駐車場2007年5月に完了1 22   0 18,393 18戸 773 1,263 1,927 地上S--CFT、地下SRC　 （RC鹿島建設 鹿島建設（鹿島デザイン）92.5 91.7 92.5


